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文責：校長  201８年 ５月１８日（金）№６  

【第１回県南中学校陸上競技大会 ５/17】 
○男子２年１００ｍ 2 位 菊池さん (県大会出場) 
○男子３年１００ｍ ７位 我妻さん 
○男子共通４００ｍ ６位 本多さん 
○男子１年１５００ｍ ６位 緑川さん 
○男子2・3 年１５００ｍ ３位 鈴木さん(県大会出場) 
○男子１・２年４×１００ｍＲ ６位  
 菊池さん、菊池さん、鈴木さん、鈴木さん 
【第７１回今井杯県南中学校ソフトテニス大会 ５/１３】 
○男子の部 3 位 金川・菊池ペア    
、 

昨日１７日(木)、各種中体連体育大会の皮切りとして

第１回県南中学校陸上競技大会が、白河市総合運動公園

陸上競技場で開催されました。昨年度まで、東西しらか

わ中学校陸上競技大会として開催されていましたが、本

年度より、石川支部も加わり、「第１回県南中学校陸上競

技大会」として、新たな歴史を刻むこととなりました。 

その記念すべき大会に、本校は陸上部員、特設陸上部

員の総勢４９人(１年１１人、２年１８人、３年２０人)

が参加しました。 

陸上部は顧問の齋藤先生はじめ山口先生、大髙先生、

千葉先生の指導のもと日々の練習に励んできました。４

月からは特設陸上部員も加わり、朝練や大会会場での練

習にも一所懸命に取り組んできました。 

その結果、～を収めることができました。 

また、参加生徒全員が、選手として、また補助員とし

て、自分の力を発揮し、役割を十分に果たすことができ

た、大変すばらしい大会となりました。 

当日、応援にいらしてくださった保護者、ご家族の皆

様には、本当にありがとうございました。 

習にも一所懸命に取り組んできました。 

その結果、菊池さんが男子２年１００ｍで２位、鈴

木さんが男子２・３年１５００ｍで３位に輝き、共に

県大会出場権を得ることができました。 

また、参加生徒全員が、選手として、また補助員と

して、自分の力を発揮して活躍したり、それぞれの役

割を十分に果たすことができたりした大変素晴らしい

大会となりました。 

競技終了後のミーティングで顧問の齋藤先生から

は、参加者全員への労いと「本日の結果をしっかりと

振り返り、今後の大会や生活に必ず生かしてください」

との言葉がありました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

朝 自╱朝

給食 ○

部活 ○

朝 自╱朝

給食 〇

部活 ×

朝 自╱朝

給食 〇

部活 ×

朝 自╱朝

給食 ×
部活 ○
朝 自╱朝

給食 ○
部活 ×

２６日（土）

２７日（日）

２１日
（月）

２２日
（火）

□スクールカウンセラー来校
□中間テスト前部活動なし
　※下校時間　１５：５０

　来　週　の  主　な　行　事　予　定

□全校朝会／生徒発表
□ＰＴＡ専門部会（１９：００　会議室）
□特設水泳部結成

□矢祭中・西二中・浅川中サッカー部練習

２３日
（水）

□２学年食育（テーブルマナー）
□中間テスト前部活動なし
　※下校時間　１５：５０

２４日
（木）

□週番引継ぎ（４班⇒１班）
□中間テスト前部活動なし
　※下校時間　１５：５０

２５日
（金）

□中間テスト
□職員会議・服務倫理委員会
□部活動なし　下校時間　１４：５０

□矢祭中・西二中・浅川中サッカー合同チーム合宿(ユーパル矢祭)

ｎｙ 

が前回よりも進歩したように感じられました。 
私が、会長あいさつで皆さんに、生徒会総会がなぜ行

われているのかについて説明した事を覚えていますか。
生徒会総会とは、生徒会本部や各専門委員長、各部長が
提案した事について、全生徒で質問や要望などを話し合
い、全生徒で決定し、全生徒で実行するために行う重要
なものです。そのためにも、一人一人が意見を持つ事が
重要だと言いました。 
私は、今回の生徒会総会では、それが達成できていた

と思います。例を挙げると、生徒会本部に質問した佐川
さんは、特に良い意見を持っていました。佐川さんは生
徒会本部に「なぜ、故アンクルソックスがダメなのです
か。」と質問しました。それに対して私は、「中学生の決
まりは、中学生らしい頭髪、服装になります。では、あ
なたが思う中学生らしい服装とは、どのようなものです
か。」と逆に難しい質問を返しました。すると、佐川さん
は、「地域や保護者の方々から見て、学校全体の統一感を
感じさせるもの」と答えてくれました。このように、難
しい質問にも、しっかりとした自分の意見を持ち、しっ
かりと協議ができる。これは、今後の生徒会活動でも重
要視されてくると思います。それが、今回の生徒会総会
では、できていたと思います。ですが、まだまだ改良の
余地はあると思いました。 
最後の増子先生の講評で、「キャリア」について話があ

ったことを覚えていますか。キャリアとは、「積み重ねた
経験によって、身に付いた能力」という話の中で、「課題
適応能力」と「人間関係形成」ができていたか、手を挙
げる場面がありました。 
私は、全員が手を挙げる事ができなかった時に、初め

て今まで行っていた生徒会総会が、まだまだ完璧にはほ
ど遠かったのだなと気付かされました。 
しかし、完璧ではないが故に、見つけたメリットもあ

りました。それは、今の生徒会総会が完璧でないからこ
そ、まだまだ成長することができるという事です。 
このように、今回の生徒会総会は、沢山の事に気付か

された収穫の多いものになったと思います。 
話を最初に戻しますが、生徒会総会とは、最終的に全

生徒で決定した事を全生徒で実行するための準備段階に
すぎません。つまり、実際の本番は、生徒会総会が終わ
ってからだ、という事です。実行するにあたって大事に
なってくるのは、全生徒が協力し、「矢祭中学校を良くし
ていこう！」という気持ちになることです。私は、自分
達でいい学校にしていこうという気持ちがなければ、ど
んなに沢山の活動をしようと、いつまでも変わっていか
ないと思います。 
同様に、今年度の生徒会本部の活動目標の「当たり前

の五ケ条、自分から三ケ条の定着と推進」の達成にも、
全生徒の協力が不可欠です。 
生徒会本部では、今年度、５月と１１月に生活態度改

善週間、６月と９月に意見箱強化週間、６月と１１月に
あいさつ運動強化週間という活動を行います。 
全ての活動において一人一人が意識しなければ全てや

る意味がなくなってしまいます。ですから、皆さんの協
力が必要なのです。そしてゆくゆくは、矢祭中学校が皆
さんの努力の結晶として、光り輝くことを願っています。 

〇 登下校や部活動終了後には複数で下校するなど一 
 人にならないように工夫する。 
〇 不審者に遭遇した場合、大声で助けを呼んだり防犯

ブザーならしたりするなどして、逃げる。または、近
所に家がある場合は助けを求める。 

〇 声かけに遭ったらすぐに学校や警察に連絡する。 

過日、矢祭町内でも不審者による声かけ事案が発生
し、一斉メールでお知らせしました。 
学校では、学級や部活動等で重ねて下記の指導を行っ

ています。ご家庭でもお子様への一声をお願いします。 

まず、皆さん。先週の生徒会総会はいか
がでしたか。私は、今回の前期生徒会総会
が前回よりも進歩したように感じられま
した。 
私が、会長あいさつで皆さんに、生徒会

総会がなぜ行われているのかについて説
明した事を覚えていますか。生徒会総会と
は、生徒会本部や各専門委員長、各部長が
提案した事について、全生徒で質問や要望
などを話し合い、全生徒で決定し、全生徒
で実行するために行う重要なものです。そ
のためにも、一人一人が意見を持つ事が重
要だと言いました。 
私は、今回の生徒会総会では、それが達

成できていたと思います。例を挙げると、
生徒会本部に質問した佐川舞さんは、特に
良い意見を持っていました。舞さんは生徒
会本部に、「何故アンクルソックスがダメ
なのですか。」と質問しました。それに対
して私は、「中学生の決まりは、中学生ら
しい頭髪、服装になります。では、あなた
が思う中学生らしい服装とは、どのような
ものですか。」と逆に難しい質問を返しま
した。すると、舞さんは、「地域や保護者
の方々から見て、学校全体の統一感を感じ
させるもの」と答えてくれました。このよ
うに、難しい質問にも、しっかりとした自
分の意見を持ち、しっかりと協議ができる
。これは、今後の生徒会活動でも重要視さ
れてくると思います。それが、今回の生徒
会総会では、できていたと思います。です
が、まだまだ改良の余地はあると思いまし
た。 
最後の増子先生の講評で、「キャリア」

について話があったことを覚えています
か。キャリアとは、「積み重ねた経験によ
って、身に付いた能力だ」という話の中で
、「課題適応能力」と「人間関係形成」が
できていたか、手を挙げる場面がありまし
た。 
私は、全員が手を挙げる事ができなかっ

た時に、初めて今まで行っていた生徒会総
会が、まだまだ完璧にはほど遠かったのだ
なと気付かされました。 
しかし、完璧ではないが故に、見つけた

メリットもありました。それは、今の生徒
会総会が完璧でないからこと、まだまだ成
長することができるという事です。 
このように、今回の生徒会総会は、沢山

の事を気付かされた収穫の多いものにな
ったと思います。 
話を最初に戻しますが、生徒会総会とは

、最終的に全生徒で決定した事を全生徒で
実行するための準備段階にすぎません。つ
まり、実際の本番は、生徒会総会が終わっ
てからだ、という事です。実行するにあた
っては大事になってくるのは、全生徒が協
力し、「矢祭中学校を良くしていこう！」
という気持ちになることです。私は、自分
達でいい学校にしていこうという気持ち
がなければ、どんなに沢山の活動をしよう

先週の１１日(金)に、生徒会総会が開催されました。
生徒会本部、各専門委員会、各部活動の活動目標や活
動内容について協議がなされました。 
全校生は活発な質疑応答を通して、生徒会への理解

と生徒会員としての自覚を深めることができました。 

16 日(水)に
県南中学校陸
上競技大会選
手壮行会を開
催しました。 
本田さんを

団長とする１
７名の応援団
員は、山口卓
也先生、宮澤
香寿美先生の
指導のもと、
毎朝、応援練
習を行ってき
ました。その
成果が現れ、
団員１７名の
素晴らしい
リードによ
り、全校生が
一体となって
選手を応援し
ました。 

団長とする１７名の応援団員は、山口先生、宮澤先生
の指導のもと、毎朝、応援練習を行ってきました。団
員１７名の素晴らしいリードにより、全校生が一体と
なって選手を応援しました。 

来週２５日(金)に中間テストを実施します。２２日
(火)から３日間、テスト前部活動中止となります。 

その間は、テスト勉強最優先で取り組むことが大切で
す。また、家庭学習習慣確立の契機としてください。 


